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第 1図 調査地位置図

3)調査の概要
調査は基礎杭の通りの脇に実施することとし、南北 トレンチをAト

レンチ(2m× 9m)、 東西 トレンチ(3m× 4.5m)と仮称した。調査面積は

31.5だ となる。Aト レンチを5月 14日 、Bト レンチを5月 15日 に分け

て実施したため、接続部を部分的に重複させて実施した。

① 層位
まず、調査で確認した層序は以下のとおりである。(盛土は除く。)

第1層 旧耕土層である。Aト レンチでは2層に分層できた。lA
層は5B4/1暗青灰色粘土、lB層 は5BG5/1青灰色粘質砂で、その下

部はシルト質粘土となっていた。

第2層 2.5Y6/1黄灰色細粒砂混じり粘土。マンガンの沈着が著し

い。耕作土と考えられる。弥生～古墳時代の遺物を少量含む。Bト レ

ンチではこの層の下面に、第3層 を切 り込む形で、第2層 と第3層の

混合土が見られた。これを第2L層 とした。断面観察では溝状を呈す

る。第3層の所見から、第3層の上面が凹地を呈していたところに流

下 。堆積したことが考えられる。
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Aト レンチ
(2m× 9m)

0   2   4m

』

第3層 盈5YR4/1褐灰色粘土。古墳時代初頭～飛鳥時代の遣物包含層。Bト レンチでは下面で、第
4層 を主体に第3層がブロック状に混入する層が見られた。これを第3L層 とする。第3下層は自然

流路の堆積土と考えられる。

第 2図 調査 トレンチ図

Bト レンチ
(3m× 45m)
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第 4層 10G5/1緑灰色極細粒砂～中粒砂。上面はAト レンチ検出遺構の遺構面をなす。Bト レン

チでは層厚70cm以上を確認している。

② Aト レンチ

Aト レンチの南端では、旧建物の損壊が少なく、旧耕土層以下の層序を確認することができた。 ト

レンチ南端部第4層上面で、ピットを4基検出した。SPlは現存長で60cm、 深さ30cmを 測る。SP2

は現存長で長径80cm、 短径60cm、 深さ10cm以上を測る。SPlと 切り合うが、

埋土の差はほとんどなく、SPlと 一体のものとして捉えられる可能性がある。

SP3は現存長で長径85cm、 短径55cm、 深さ33cmを 測る。SP41ま現存長で長

径90cm、 短径50cm、 深さ26cmを測る。ピットの埋土はいずれもN4/灰色粘

上であった。平面形は円形ないし楕円形を呈するものと考えられる。SP4の

北側では、第3層から遺物が集中して出土しており、下面に何らかの遺構が

存在した可能性が指摘できる。ピット内の遺物は庄内式上器の細片のみで混

入品は認められなかった。このことからピットは古墳時代初頭の所産と措定

しておきたい。ピットはベース面の状況と埋土の観察から、柱穴等とは考え

られず、小土坑状の形態をもつものである。なお、Aト レンチ北側では第4

層上面で湧水点に達しており、遺構面精査は困難な状況であった。南側でピッ

ト群を検出し、所期の目的は達成されたため北側の調査は断念した。

第3層での遺物包含は濃密で、2日 間の調査で出土したコンテナ2箱の遺物

のうち、ほとんどはAト レンチで出たものであった。

③ Bト レンチ

Bト レンチでも遺物包含層である第3層 (褐灰色粘土層)を確認した。しかし、

遺物の包含は稀薄で少量にとどまった。

Bト レンチでは、まず第4層の堆積後南北に流下する自然流路(第3L層 )が走

り、しばらくあって第3層が堆積したものと考えられる。自然流路の上部は

第3層上面のレベルが凹面を呈していたため、第3層を切り込む形で第2L層が

GL
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1lm

5B4/1暗青灰色粘土
5BG5/1青灰色粘土中粒砂
2.5Y6/1責灰色細粒砂混じり粘土
75YR4/1褐灰色粘土
10G5/1緑 灰色極細粒砂～中粒砂

纂4層を室縛宴:書恭ブロック状に混入する層

第 4図 調査地断面図

第 3図 Aトレンチ
遺構平面図
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嵌入したことが推定できる。またベース層となる第4層は遺跡周辺での調査成果から庄内式期を大き

く遡るものとは考えにくく、第3L層 の堆積時期は庄内式期前後とみるのが妥当と思われる。

41 出土遺物  第 5図に図示した遺物は、すべてAト レンチの第3層出土遺物である。
壷(1～ 3)1は 口縁端部のみを欠く小型丸底壷である。口縁部は短くやや外上方気味に立ち上が
る。体部はわずかに横長の球形を呈す。外面はハケ、内面はイタ状工具による調整である。全体的に

剥離している。口径60cm、 器高路cmを測る。色調は外面橙色 (猜YR6/6)、 内面暗灰色 (N3/)
を呈する。 2は、広口壷の口縁部である。内外面ともナデで仕上げる。口径16.Ocmを測る。色調は

外面橙色 (5YR6/6)、 内面明赤褐色 (5YR5/6)を 呈する。 3は長頸壷、もしくは短顕壷の
口縁部である。口縁端部に面をもつ。外面は摩減のため調整は不明であり、内面はイタナデで仕上

げている。口径14.Ocmを 測る。色調は橙色 (7.5YR 7/6)を 呈する。

奏 (4・ 5) 4は 顎部が大きく「く」の字に屈曲し、直線的に外上方に広がる口縁部をもつ。
最大径が上部に位置する。タト面をイタナデ、一部ミガキ、内面を斜め下から上方向のケズリで仕上

げる。鉄分が付着し、剥離が著しい。口径17.6cmを 測る。色調は外面にぶい黄褐色 (10YR 5/4)、

内面にぶい黄橙色 (10YR 7/2)を 呈する。 5は外反する口縁部で、内外面ともナデ調整をする。摩
減が著しい。口径20.Ocmを測る。色調は灰白色 (2.5YR 8/1)を 呈する。

鉢 (6～ 8) 6は ほぼ完形で、坑形を呈し、平底をもつ。不整形であるが、口縁直下を強くな
でることによって口縁端部がやや外反しつつ先端部が尖る。外面は細かいハケ (18条/cm)、 内面は

粗いハケ (4条/cm)を 施す。口径10～ ll.2cm、 器高5.0～ 5,5cm、 底径3.Ocmを測る。色調は外面に
ぶい橙色(7.5YR 7/4)、 内面橙色 (7.5YR 6/6)を 呈する。 7は口縁に向かって直線的に外反し、
口縁部先端は細くなる。底部は上げ底気味である。外面はイタナデ、内面は粗いハケ (2～ 3条/cm)
を施す。口径14.4cm、 器高5。6cm、 底径4.2cmを測る。色調は外面灰黄(2.5YR 7/2)、 内面灰黄褐色

(10YR 6/2)を 呈する。 8はわずかに外上方に広がる有段の口縁をもち、体部下半は九みをもつ器
形である。外面はナデ後ミガキで仕上げる。内面は口縁部に浅い沈線を施し、段の内面はナデ、下

第 5図 出土遺物実測図
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半部は付着物のため調整は不明である。口径17.Ocmである。色調は黄灰色(2.5YR6/1)を 呈する。

高郭 (9～ 13)9は婉形の郭部と湾曲しながら裾に広がる脚部をもつ。外面はハケメ (12条 /cm)、

脚部内面に絞り痕が残る。色調は橙色(5YR6/6)を 呈する。10は 口縁先端部が尖る直線的に立ち

上がる口縁部である。内外面とも板状正具により調整している。口径18.Ocmを 測る。色調は橙色(5

YR7/6)を呈する。11～ 13は脚部の破片である。11の調整は内タト面とも摩滅のため不明である。色調

は浅黄橙色(7.5YR 8/3)を呈する。12は外面をミガキ、内面は摩減のため調整不明である。剥離が

著しい。色調は灰白色(10YR 8/2)を呈する。13は個数は不明だが脚部に円孔をもつ。外面に細かい

ハケ、内面にイタナデを施す。上面に杯部と接合しやすくするためか放射状の筋を施す。色調は浅

責橙色(7.5YR 7/4)を呈する。

底部 (14～ 17) 14は鉢か壺の下半部で丸底である。底部外面が小さくくぼむ。外面は左下がり

のタタキ (3条 /cm)、 内面はハケを施す。底部外面にまでタタキを施す。色調は外面橙色 (5YR6/

6)、 内面灰褐色 (5YR5/2)を 呈する。15は平底。外面はハケ、内面は細かいハケ (15条/cm)
を施す。底径44cm。 色調は灰白色(10YR 8/2)を 呈する。16は底部輪台技法により、貼 り付けた底

部部分が剥離している。底径3.Ocm。 外面はイタナデ。内面は蜂の巣状のハケを施す。色調は外面浅

黄橙色(10YR 8/3)、 内面明黄褐色 (10YR 6/6)を 呈する。17は丸底。外面はイタナデ、内面はハ

ケを施す。外面に黒斑あり。色調は外面灰白色(5YR8/2)、 内面にぶい橙色 (5YR7/4)を 呈
する。

須恵器 (18・ 19) 18は郭蓋で口径18.Ocmを 測る。内外面とも回転ロクロナデで仕上げる。酸化

により外面が赤褐色になっている。色調はタト面赤褐色 (lCIYR 4/4)、 内面にぶい橙色 鬱δ阻 6/3)。

19は杯身。浅い合部でほぼ水平にのびる受部をもち、口縁先端部はやや尖る。内外面ともロクロナデ

を施す。色調は灰白色 (5YR8/1)を 呈する。
おおむね、土師器は庄内式期後半から布留式期に、須恵器は7世紀に属すると考えられる。

5)ま とめ

今回の調査範囲は極めて限定されたものであったが、従来不詳であった遺跡の動態・様相に新たな

知見を加えることができた。まず、古墳時代初頭に遡る可能性がある遺構を検出した。第4層上面は

Aト レンチで現地表下-2.Om前後を測り、友井東遺跡での従前の確認調査では、あまり埋蔵文化財が

発見されていないことから、今回の申請地付近では自然堤防上の微高地が形成されていたことが考

えられる。恐らく島状に微高地が点在し、そこに住居が営まれていたのではないだろうか。遺物は

前記のように第3層から古墳時代初頭～飛鳥時代の上器が出上した。第3層は第3次調査 〔『友井東(そ

の1)』 (第 1表の文献c)〕 の基本層序では第V層に相当すると考えられる。また、古墳時代中期～後期

の掘立柱建物が第3次調査の北端部で検出されている。第3次調査地から今回の調査地は北西へ約120m

の地点となり、この間に該期の集落跡が遺存している可能性が考えられよう。

金物団地内は友井東遺跡内に所在するが、過去の確認(試掘)調査で遺物包含層が検出されたことが

なかった。これは、①友井東の弥生～古墳期集落の規模が限定されると考えられること、②現地表面

から浅い層位で遣物包含層が検出されるため金物団地造成時に削平を受けたと考えられること、によ

るものと推祭される。ただ、今回は造成時から今日まで建替えが行なわれなかったことにより、遺物

包含層の遺存状態が良好であったものと考えられる。従って、調査地で再び遺物包含層が確認される

ケースは多くはないと思われるが、団地内での諸工事に伴い今後事前の調査を重ね、集落の様相を解

明していく必要がある。最後に、今回の調査地は友井東遺跡のほぼ北端部に位置し、第3層の広がり

からみて、本遺跡の範囲を北方及び西方に拡大するする必要が痛感される。
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Aト レンチ遺構検出状況 (南より)
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Aト レンチ遺構掘削後状況 (南より)
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Aト レンチ第 3層内土師器壷出土状況

Aト レンチ南壁～西壁

Bト レンチ】ヒ壁
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Aト レンチ第3層 出土土師器壺 (1)、 鉢 (6～ 8)、 底部
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Aト レンチ第 3層出土土師器壷 (2・ 3)、 甕 (4・ 5)、 高郭 (9・ 10)、 須恵器郭蓋 (18)、 郭身 (19)

(11～ 13)、 底部 (15～ 17)
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Aト レンチ第 3層出土土師器高郭
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